
 

 

 

 

 

子どもたちにかかわるすべての人と 

『ともにあゆみ ともにかがやく』 

「元気」・「笑顔」・「貢献」＋「挑戦」 

本校は、平成 22年の開校から『ともにあゆみ、ともにかがやく』を教育目標に小学部、中学部、

高等部の児童生徒と教職員、保護者、地域の皆さんが手を取り合い、支え合い、創っている学校で、

今年 14年目を迎えました。４月３日、34人の教職員を迎え令和５年度がスタートしました。 

４月 10 日には、本校 PTA 会長の須田様はじめ、学校運営協議会委員の皆様に参列をしていただ

き、すべての学部の入学式が行われ、児童生徒 267人も元気にスタートしました。 

 始業式で、児童生徒の皆さんといっしょにがんばりたいことを４つ伝えました。 

１つ目は「元気」です。元気がなければ何もできません。しっかり動いて、しっかり食べて、   

しっかり寝ることで、体が丈夫になり、がんばることができます。かぜをひいたり、けがをしたり

しないで、毎日休まず学校に来ましょう。 

２つ目は「笑顔」です。校長先生はみんなの笑顔が大好きです。笑っている人の顔はとてもすて

きで、まわりの人も笑顔になれます。友達や先生といっしょに勉強したり遊んだり、力を合わせて

作業をしたりするなかで、たくさんの笑顔を見たいと思います。 

３つ目は、「挨拶」です。「元気」な「挨拶」は周りの人を「元気」にします。「笑顔」の「挨拶」

は周りの人を「笑顔」にします。これが、「貢献」です。清水特別支援学校の児童生徒は皆、自ら

進んでクラスの友達や先生、地域の皆さんに挨拶が上手にできます。それは、学校の自慢です。  

今年度も、「おはよう」「こんにちは」「ありがとう」と元気な挨拶で、みんなが幸せな気持ちに   

なることでしょう。 

４つ目は、「挑戦」です。挑戦することは勇気が必要です。はじめはうまくできなくて嫌に  

なってしまうこともあるでしょう。でも、皆さんには、一緒に挑戦をする仲間や先生がいます。  

応援したり励ましあったりしながら挑戦することを続けてほしいと思います。 

「挑戦」には、「できていることを更に様々な場所でできるようになる。取り組めなかったこと

に挑戦(チャレンジ)してできるようになる。今までできなかったことに挑戦し、できるように   

なる。」という思いを込めています。コロナ禍で、思うようにできなかったこともあるでしょう。   

見方、考え方を変えながら、子供たちの新たな挑戦に、教職員一同、安全・安心な学校をベースに、

子供たち一人一人に寄り添った指導、支援に全力を尽くします。そして、子供たちが、「今日一日

楽しかった、がんばった」という満足感を持ち、「明日は学校でこれをしよう」と楽しみに思う   

ような学校となるよう、取り組んでまいります。 

校長 片岡佳美 
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学年 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 合計 

人数 １４ １３ １７ １７ １４ １９ ９４ 

 

学年 中１ 中２ 中３ 合計  学年 高１ 高２ 高３ 合計 

人数 ２１ ２０ ２３ ６４ 人数 ２７ ４４ ３８ １０９ 

 

 

生活安全課 

 保護者の皆様には、防災食はじめ、防災グッズや保護者・引き

渡しカードの準備をしていただき、ありがとうございます。また、

来校時には、名札をつけていただいたり、車で来校される際には、

『保護者・引き渡しカード』をダッシュボードに提示していただ

いたりと、本校の防災・防犯対策に御協力していただき、ありが

とうございます。引き続き、御協力よろしくお願いいたします。 

 今年度の防災では、『自分たちの身は自分で守る習慣づくり』の

一環として、今年度も体験的な活動を充実していきたいと思います。年間５

回の避難訓練を行い、地震や火事の避難場所や避難の仕方の違いなどを体験

します。総合防災訓練日には、清水消防署に協力していただき、起震車を利

用した地震体験やスモークハウスを利用した火災体験なども行う予定です。 

 

 

 

 巨大地震から命と生活を守るためには、自分たちの命

は自分で守る「自主防災」、コミュニティに根差して取り

組む「地域防災」が不可欠です。 

 効果的な防災対策は、「自助」「共助」「公助」の３つが、

上手く連携することで、成しえることと言われています

が、阪神淡路大震災では、家屋の倒壊によって被災した

人のうち、約 95％の人は、自力または家族や隣人に救助

されたと言われています。災害が大きくなるほど、情報

は混乱し、公共施設が被害を受けることから、防災

機関（「公助」）も適切な対応ができにくくなります。 

 このような事実からも、防災力を向上するために

は、顔の見える関係、地域密着でしかできない活動

が、とても大切な役割を持っています。是非、地域

の防災訓練にも御参加ください。 



５月の予定 

日 曜 全体 小学部 中学部 高等部 

１ 月 

 

心電図(1) 

 

心電図(1) 

交通安全教室 

心電図(1) 

 

２ 火 尿検査二次 交通安全教室 貧血検査(2希望者) 貧血検査(2希望者) 

３ 水 憲法記念日    

４ 木 みどりの日    

５ 金 こどもの日    

６ 土     

７ 日     

８ 月  交通安全教室(予備日)   

９ 火 ＰＴＡ総会(ＡＭ) 

尿検査(予備日) 

  色覚検査(1) 

10 水 耳鼻科検診    

11 木   色覚検査(1)  

12 金  色覚検査(4) 委員会任命式 学年遠足(1) 

13 土     

14 日     

15 月   ベルテックス静岡交流  

16 火  サッカー教室(5･6)   

17 水 

 

内科健診 内科健診  

18 木   交通音楽隊コンサート  

19 金 防災訓練(地震･津波)    

20 土     

21 日     

22 月    個別面談(1･2) 

23 火     

24 水 ◆13:30下校 個別面談 個別面談 職場実習(3) 

25 木 ◆13:30下校    

26 金 ◆13:30下校    

27 土     

28 日     

29 月     

30 火 県立大看護学部生来校 運動会総練習   

31 水 県立大看護学部生来校    



６月の予定 

日 曜 全体 小学部 中学部 高等部 

１ 木  運動会  職場実習(3) 

２ 金     

３ 土     

４ 日     

５ 月     

６ 火     

７ 水    進路相談① 

８ 木     

９ 金   校外学習(2) 進路相談② 

10 土     

11 日     

12 月   自主通学練習 職場実習(2) 

13 火  お話の会(5･6) 

 

歯科授業(1) 

14 水  進路相談(6) 学校説明 

お話の会 

進路相談③ 

15 木  歯科授業(5) 自主通学練習   

16 金   校外学習(1) 進路相談④ 

17 土     

18 日     

19 月   

 

実習後面談(3) 

20 火   

  

21 水   

 

進路相談⑤ 

22 木  歯科講話(1保護者) 

歯科授業(1児童) 

懇談会(1保護者) 

  

23 金   校外学習(3) 進路相談⑥ 

24 土     

25 日     

26 月 防災訓練(火災)    

27 火    進路＆歯科講話(1) 

28 水   参観懇談会(2･3)  

29 木  宿泊学習(4)   

30 金  宿泊学習(4) 参観･歯科･進路講話(1) 薬学講座(PM) 



 


